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資料 １

■庁内調整

・各課、関係機関の事業調査

・対象や目的などの分析、分類

・核となる関係課との調整

■支援体制の発足

・社会教育委員、社会教育主事、

中間支援組織、生涯学習・社会教育

に携わる市民

■（仮称）みらくるカレッジ開講準備

・学習計画の作成

■既存事業の発展的活用

・生涯学習ガイドブック「誘・遊・友」、

学習ボランティア「ゆうゆうびとバン

ク」の発行

・学びの地域支援講座の開設

（３回→５回に拡大、充実）

■（仮称）みらくるカレッジの周知

・広報、リーフレット等による啓発

■まち活入門学科、地域力アップ学科

の開設

・先行し２学科の開設

■地域課題解決学科の開設準備

・学習計画の作成

・協力機関の調整

■学習成果の振り返り、現況調査

・アンケート結果、参加者傾向など

分析し、次年度学習計画に反映

・ニーズや課題など現況調査

■支援体制、庁内関係課の情報共有

・定期的な情報共有

・支援体制強化に向けた検討

■支援体制の強化

・大学、企業など専門分野との関係強化

・地域校開設に向けての調整

■地域課題解決学科の開設

■地域校開設支援

・モデル校開設

・各学区開設にかかる相談、支援

・好事例等の情報発信

■地域校の開設

・モデル校で得たノウハウの開示

・地域ごとの歩度で開設

（仮称）みらくるカレッジの開設スケジュール案

【地域校開設のために】 既存事業の活用促進、好事例の情報発信



資料 ２（仮称）みらくるカレッジの展開イメージ

みらくるカレッジ

多様な主体が協働し、幅広い学びのネットワーク構築をめざす

学

民 公

産

「地域課題解決学科」

メニューに、より高度

な学びを提供！

●大学

●専門学校

●NPO

●市民

●

中間支援組織 ●草津市

滋賀県、国 ●

事業者 ●

企業 ●

地域ぐるみで

学び合えるしかけづくり

多様な主体を結ぶ

現況を分析、

ステップアップの支援

活動しやすいしくみづくり

技術や知識を地域に還元！


